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末筆ではあるが，水田での調査を快く許可して
下さった石岡市の西村静江氏と矢野徳也氏，原稿
をご校閲してくださった筑波大学生命環境系の横
井智之助教に厚くお礼申し上げる．
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【短報】沖縄県うるま市の島嶼部（伊計島・宮城島・
藪地島・津堅島）におけるタマムシ科甲虫 4 種の記
録

沖縄県うるま市は沖縄島の中部に位置し，伊計
島や宮城島，平安座島，浜比嘉島，藪地島，津堅
島などのいくつかの小島を太平洋側に有すること
が知られている．この島嶼部におけるタマムシ科
甲虫の分布記録は少なく，これまでに計 6 種が一
部の島 （伊計島 1 種・宮城島 1 種・浜比嘉島 4 種） 
から確認されているにすぎない （Tôyama, 1985；木
村ら，2003；宮城，2014；楠井・宮城，2017）．今
回，筆者の一人である重藤は，伊計島および宮城
島，藪地島，津堅島から各島においてこれまで記
録の無かった計 4 種の本科甲虫を採集しているの
で，新分布記録としてここに報告する．この結果，
うるま市の島嶼部全体でタマムシ科甲虫の記録は 9
種となる．なお，採集地名は沖縄県うるま市が全
標本共通のため省略し，検視標本はすべて瑤寺が
保管する．

報告に先立ち，原稿をご校閲いただいた石川県
ふれあい昆虫館の福富宏和氏にこの場をお借りし
て厚く感謝申し上げる．

1．タマムシ奄美・沖縄亜種 Chrysochroa fulgidissima 
alternans Waterhouse, 1888 （図 1）

検視標本：2 exs., 与那城上原（宮城島），12. VIII. 
2018，重藤採集．

宮城島初記録．本亜種は奄美群島および沖縄
諸島の島々に分布することが知られており （林，
2006；大桃・福富，2013），最近では伊平屋島から
も記録されている （宮尾，2019）．森林に面する道
路において強風の影響により低空を飛んでいたと
ころを捕虫網で採集した．

2．ミドリナカボソタマムシ Coraebus hastanus Gory 
et Laporte de Castelnau, 1839 （図 2）

検視標本：3 exs., 与那城上原 （宮城島），12. VIII. 
2018；1 ex., 勝連津堅 （津堅島），16. III. 2019；1 ex., 
与那城屋慶名中央道路 （藪地島），13. IV. 2019，重
藤採集．

宮城島および藪地島，津堅島初記録．日本国内
において，本種は奄美大島以南の南西諸島に広く
分布している （大桃・福富，2013；楠井，2017；酒
井，2017；瑤寺・吉武，2018；檜木，2018；瑤寺ら，
2018）．寄主植物のアカメガシワ Mallotus japonicus 

（トウダイグサ科） のスウィーピングによって得ら
れた．

図 2．ヤナギタデに産卵する（a）シマゲンゴロウ雌個体及
び（b）葉表面に産み付けられた卵．
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3．ヤエヤマムナビロタマムシ Sambus yaeyamanus 
Kurosawa, 1985 （図 3）

検視標本：2 exs., 与那城伊計伊計灯台付近 （伊計
島），16. IX. 2018；3 exs., 与那城屋慶名中央道路 （藪
地島），8. X. 2018，重藤採集．

伊計島および藪地島初記録．本種は伊計島，藪
地島の他に沖縄島および宮城島 （うるま市），先島
諸島から記録されている （木村ら，2003；大桃・福富，
2013）．寄主植物であるタイワンウオクサギ Premna 
serratifolia （シソ科） のスウィーピングによって得
られた．大桃・福富 （2013） では，本種成虫は 4 ～ 
7 月にかけて野外で確認できるとされているが，木
村ら （2003） や今回の記録のように 9 月以降に成虫
が採集される例もある．

4．リュウキュウナガタマムシ日本亜種 Agrilus orestes 
takaii Nakane, 1983 （図 4）

検視標本：2 exs., 与那城伊計伊計灯台付近 （伊計
島），17. VI. 2018；2 exs., 与那城上原 （宮城島），12. 
VIII. 2018，重藤採集．

伊 計 島 お よ び 宮 城 島 初 記 録． 本 亜 種 は 伊 計
島，宮城島の他に沖永良部島および沖縄島，石垣
島から記録されているが，石垣島の記録はセキナ
ガタマムシ沖縄・八重山亜種 A. sekii yaeyamanus 
Ohmomo, 2004 の誤同定である可能性が指摘されて
いる （大桃・福富，2013）．寄主植物であるクワノ
ハエノキ Celtis boninensis （アサ科） のスウィーピン
グによって得られた．
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図 1–4．沖縄県うるま市島嶼部のタマムシ類 4 種：1，タマ
ムシ奄美・沖縄亜種 （宮城島産）；2，ミドリナカボソ
タマムシ （宮城島産）；3，ヤエヤマムナビロタマムシ 

（伊計島産）；4，リュウキュウナガタマムシ日本亜種 
（伊計島産）．


